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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 23日 (2004.2.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 、 干 渉 フ ィ ル タ 、 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方
法 及 び 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 第 1の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ２ の 工 程 で 、 透 過 又 は 反 射
さ せ る 波 長 λ に 対 し 、 位 相 整 合 条 件 （ 間 隔 を 往 復 し た 時 の 光 の 位 相 変 化 が ２ π の 整 数 倍 で
あ る こ と ） を 満 た す 厚 さ 相 当 の 犠 牲 層 を 成 膜 す る こ と 、 第 ３ の 工 程 で 、 前 記 犠 牲 層 膜 に ア
ン カ ー 穴 を 形 成 す る こ と 、 第 ４ の 工 程 で 、 前 記 ア ン カ ー 穴 を 持 つ 犠 牲 層 膜 上 に 膜 を ア ン カ
ー 穴 に 沿 っ て 成 膜 を 行 い 、 第 ５ の 工 程 で 、 前 記 第 ４ の 工 程 で 成 膜 し た 膜 の 、 光 を 透 過 又 は
反 射 さ せ る 部 分 を パ タ ー ン ニ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と 、 第 ６ の 工 程 で 、 第 ２ の 反 射 膜 を
成 膜 す る こ と 、 第 ７ の 工 程 で 、 前 記 犠 牲 層 を 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 干 渉 フ ィ ル タ の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 第 1の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ２ の 工 程 で 、 透 過 ま た は 反
射 さ せ る 波 長 に 対 し 、 位 相 整 合 条 件 を 満 た す 厚 さ 相 当 の 犠 牲 層 を 成 膜 す る こ と 、 第 ３ の 工
程 で 、 前 記 犠 牲 層 膜 に ア ン カ ー 穴 を 形 成 す る こ と 、 第 ４ の 工 程 で 、 前 記 ア ン カ ー 穴 を 持 つ
犠 牲 層 膜 上 に 膜 を ア ン カ ー 穴 に 沿 っ て 成 膜 を 行 い 、 第 ５ の 工 程 で 、 前 記 第 ４ の 工 程 で 成 膜
し た 膜 の 、 光 を 透 過 又 は 反 射 さ せ る 部 分 を パ タ ー ン ニ ン グ に よ っ て 除 去 す る こ と 、 第 ６ の



工 程 で 、 第 ２ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ７ の 工 程 で 、 前 記 第 ６ の 工 程 で 、 成 膜 し た 反 射
膜 上 に 透 明 樹 脂 を 塗 布 、 又 は 、 無 機 材 料 を 用 い た 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ８ の 工 程 で 、 前 記
犠 牲 層 を 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 第 １ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ２ の 工 程 で 、 透 過 又 は 反 射
さ せ る 波 長 に 対 し 、 位 相 整 合 条 件 を 満 た す 厚 さ 相 当 の シ リ コ ン 犠 牲 層 を Ｃ Ｖ Ｄ で 成 膜 す る
こ と 、 第 ３ の 工 程 で 、 前 記 犠 牲 層 膜 に ア ン カ ー 穴 を 形 成 す る こ と 、 第 ４ の 工 程 で 、 前 記 ア
ン カ ー 穴 を 持 つ 犠 牲 層 膜 上 に 膜 を ア ン カ ー 穴 に 沿 っ て 成 膜 を 行 い 、 第 ５ の 工 程 で 、 前 記 第
４ の 工 程 で 成 膜 し た 膜 の 、 光 を 透 過 又 は 反 射 さ せ る 部 分 を パ タ ー ン ニ ン グ に よ っ て 除 去 す
る こ と 、 第 ６ の 工 程 で 、 第 ２ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ７ の 工 程 で 、 シ リ コ ン 犠 牲 層 を
弗 化 キ セ ノ ン ガ ス に よ り エ ッ チ ン グ 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 第 １ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ２ の 工 程 で 、 透 過 又 は 反 射
さ せ る 波 長 に 対 し 、 位 相 整 合 条 件 を 満 た す 厚 さ 相 当 の シ リ コ ン 犠 牲 層 を Ｃ Ｖ Ｄ で 成 膜 す る
こ と 、 第 ３ の 工 程 で 、 前 記 シ リ コ ン 犠 牲 層 膜 に ア ン カ ー 穴 を 形 成 す る こ と 、 第 ４ の 工 程 で
、 前 記 ア ン カ ー 穴 を 持 つ 犠 牲 層 上 に 第 ２ の 反 射 膜 を ア ン カ ー 穴 に 沿 っ て 成 膜 す る こ と 、 第
５ の 工 程 で 、 第 ２ の 反 射 膜 に 透 明 樹 脂 を 塗 布 、 又 は 、 無 機 材 料 を 用 い た 膜 を 成 膜 す る こ と
で 、 ア ン カ ー 穴 に 樹 脂 ま た は 無 機 材 質 の 部 材 を 充 填 す る こ と 、 第 ６ の 工 程 で 、 弗 化 キ セ ノ
ン ガ ス に よ り シ リ コ ン 犠 牲 層 を エ ッ チ ン グ 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 干 渉 フ ィ ル タ の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 ５ の 工 程 に 代 え て 、 前 記 第 ２
の 反 射 膜 の 上 部 に 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と 、 前 記 第 ６ の 工 程 に 代 え て 、 透 明 樹 脂 基 板 又 は 透
明 ガ ラ ス 板 を 接 着 硬 化 さ せ る こ と 、 第 ７ の 工 程 で 、 弗 化 キ セ ノ ン ガ ス で 、 前 記 第 １ の 反 射
膜 と 前 記 第 ２ の 反 射 膜 に 挟 ま れ て い る シ リ コ ン 犠 牲 層 を 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 干 渉
フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 接 着 剤 の 硬 化 後 の 屈 折 率 を 、 接
着 さ れ る 前 記 透 明 樹 脂 基 板 ま た は 前 記 透 明 ガ ラ ス 板 の 屈 折 率 に ほ ぼ 等 し く す る こ と を 特 徴
と す る 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 干
渉 フ ィ ル タ で あ っ て 、 前 記 第 １ の 反 射 膜 と 前 記 第 ２ の 反 射 膜 の 間 に 、 透 過 又 は 反 射 さ せ る
波 長 に 対 し 位 相 整 合 条 件 を 満 た す 厚 さ 相 当 の 真 空 又 は 透 明 気 体 で 満 た さ れ た 間 隔 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 干 渉 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ４ か ら 請 求 項 ６ に 記 載 の 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 干 渉 フ ィ ル タ
で あ っ て 、 前 記 第 １ の 反 射 膜 と 前 記 第 ２ の 反 射 膜 の 間 に 、 透 過 又 は 反 射 さ せ る 波 長 に 対 し
位 相 整 合 条 件 を 満 た す 厚 さ 相 当 の 真 空 又 は 透 明 気 体 で 満 た さ れ た 間 隔 を 有 し 、 透 明 基 板 で
前 記 第 １ 反 射 膜 の 成 膜 さ れ て い な い 面 及 び 前 記 第 ２ の 反 射 膜 の 成 膜 さ れ て い な い 面 で あ っ
て 、 こ の 素 子 に 光 が 入 射 ま た は 出 射 す る 面 に 、 無 反 射 コ ー ト を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 干
渉 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ９ 】
透 明 基 板 上 に 第 １ の 反 射 膜 を 有 し 、 前 記 第 １ の 反 射 膜 上 に 、 真 空 、 気 体 又 は 液 体 で 満 た さ
れ た 間 隔 を 隔 て て 第 ２ の 反 射 膜 を 有 し 、 光 が 透 過 ま た は 反 射 す る 領 域 以 外 の 部 分 に 、 ア ク
チ ュ エ ー タ を 有 し 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 一 端 は 、 前 記 第 １ の 反 射 膜 又 は 前 記 第 １ の 反 射
膜 を 支 え る 部 材 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 、 前 記 第 ２ の 反 射 膜 又 は 前 記 第 ２ の 反 射 膜 を 支 え る 部
材 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 導 電 性 を 有 す る 第 １ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ２ の 工 程 で
、 配 線 ラ イ ン を パ タ ー ン ニ ン グ す る こ と 、 第 ３ の 工 程 で 、 犠 牲 層 を 成 膜 す る こ と 、 第 ４ の
工 程 で 、 前 記 犠 牲 層 膜 に ア ン カ ー 穴 を 形 成 す る こ と 、 第 ５ の 工 程 で 、 前 記 ア ン カ ー 穴 を 持
つ 犠 牲 層 膜 上 に 導 電 性 と ば ね 性 を 有 す る 膜 を ア ン カ ー 穴 に 沿 っ て 成 膜 す る こ と 、 第 ６ の 工
程 で 、 前 記 第 ５ の 工 程 で 成 膜 し た 導 電 性 と ば ね 性 を 有 す る 膜 を パ タ ー ン ニ ン グ し 、 支 柱 及
び ば ね 部 を 作 成 す る こ と 、 第 ７ の 工 程 で 、 導 電 性 を 有 す る 第 ２ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、
第 ８ の 工 程 で 、 前 記 犠 牲 層 を 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 に お い て 第 ８ の 工 程 と し て 、 前 記 第
２ の 反 射 膜 上 に 樹 脂 又 は 無 機 の 透 明 膜 を 塗 布 又 は 成 膜 す る こ と 、 第 ９ の 工 程 で 、 ア ン カ ー
部 、 ば ね 部 上 に 有 る 樹 脂 又 は 無 機 膜 を パ タ ー ン ニ ン グ に よ り 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る
波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 導 電 性 を 有 す る 第 １ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ２ の 工 程 で
、 第 １ の 反 射 膜 を パ タ ー ン ニ ン グ し 配 線 ラ イ ン を 作 成 す る こ と 、 第 ３ の 工 程 で 、 犠 牲 層 を
成 膜 す る こ と 、 第 ４ の 工 程 で 、 前 記 犠 牲 層 膜 に ア ン カ ー 穴 を 形 成 す る こ と 、 第 ５ の 工 程 で
、 前 記 ア ン カ ー 穴 を 持 つ 犠 牲 層 膜 上 に 導 電 性 を 有 す る 第 ２ の 反 射 膜 を ア ン カ ー 穴 に 沿 っ て
成 膜 す る こ と 、 第 ６ の 工 程 で 、 前 記 第 ２ の 反 射 膜 を パ タ ー ン ニ ン グ し 、 支 柱 及 び ば ね 部 を
作 成 す る こ と 、 第 ７ の 工 程 で 、 前 記 犠 牲 層 を 除 去 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 波 長 可 変 干 渉 フ
ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 第 １ の 反 射 膜 を 成 膜 す る こ と 、 第 ２ の 工 程 で 、 前 記 第 １ の 反
射 膜 上 に 、 導 電 性 の 膜 を 設 け 、 電 極 及 び 配 線 パ タ ー ン を 残 し 、 光 の 反 射 又 は 透 過 す る 面 に
存 在 す る 導 電 膜 を 除 去 す る こ と 、 第 ３ の 工 程 で 、 前 記 電 極 に 圧 電 素 子 の 一 方 の 面 を 接 合 す
る こ と 、 第 ４ の 工 程 で 、 犠 牲 層 を 成 膜 し 、 前 記 接 合 さ れ た 圧 電 素 子 の 犠 牲 層 が 成 膜 さ れ た
面 上 に 有 る 犠 牲 層 を パ タ ー ン ニ ン グ に よ り 除 去 す る こ と 、 第 ５ の 工 程 で 、 第 ２ の 反 射 膜 を
成 膜 す る こ と 、 第 ６ の 工 程 で 、 有 機 又 は 無 機 の 透 明 部 材 を 塗 布 又 は 成 膜 す る こ と 、 を 特 徴
と す る 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
第 １ の 工 程 で 、 透 明 基 板 上 に 段 差 を 設 け る こ と 、 第 ２ の 工 程 で 、 第 １ の 反 射 膜 を 成 膜 す る
こ と 、 第 ３ の 工 程 で 、 前 記 第 １ の 反 射 膜 上 に 、 導 電 性 の 膜 を 設 け 、 前 記 段 差 部 に 電 極 及 び
配 線 パ タ ー ン を 残 し 、 光 の 反 射 又 は 透 過 す る 面 に 存 在 す る 導 電 膜 を 除 去 す る こ と 、 第 ４ の
工 程 で 、 前 記 段 差 上 に 設 け ら れ た 電 極 に 圧 電 素 子 の 一 方 の 面 を 接 合 す る こ と 、 第 ５ の 工 程
で 、 犠 牲 層 を 成 膜 す る こ と 、 第 ６ の 工 程 で 、 前 記 接 合 さ れ た 圧 電 素 子 の 犠 牲 層 が 成 膜 さ れ
た 面 上 に 有 る 犠 牲 層 を パ タ ー ン ニ ン グ に よ り 除 去 す る こ と 、 第 ７ の 工 程 で 、 第 ２ の 反 射 膜
を 成 膜 す る こ と 、 第 ８ の 工 程 で 、 前 記 第 ２ の 反 射 膜 上 に 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と 、 第 ９ の 工
程 で 、 有 機 又 は 無 機 部 材 の 、 前 記 圧 電 素 子 に 接 合 さ れ る 面 に 段 差 を 設 け る こ と 、 第 １ ０ の
工 程 で 、 前 記 段 差 を 設 け ら れ た 有 機 又 は 無 機 の 透 明 部 材 を 前 記 塗 布 さ れ た 接 着 剤 で 接 合 す
る こ と 、 を 特 徴 と す る 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ０ 、 請 求 項 １ ２ 、 請 求 項 １ ３ ま た は 請 求 項 １ ４ 記 載 の 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製
造 方 法 に お い て 、 前 記 犠 牲 層 に シ リ コ ン 膜 を 用 い る こ と 、 及 び 、 弗 化 キ セ ノ ン ガ ス に よ っ
て 犠 牲 層 を 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 波 長 可 変 干 渉 フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。

(3) JP 2002-243937 A5 2005.1.27
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